要介護認定に係る情報により障害者控除等の認定を行う場合の基準について

以下の１と２の要件をともに満たす場合に認定を行うものとする。
１．障害者控除を受けようとする当該年の１２月３１日現在において、要介護等認定を受けていること。（ただし年途中で対象者が死亡された場合は、死亡の日を基準日とする）
２．下表の基準に該当するもの。

	
	認定
	基準

	障害者

	（1）知的障害者（軽度・中度）に準ずる。
	直近の審査判定に用いられた主治医意見書または調査票の認知症老人の日常生活自立度がⅡａまたはⅡｂであること。

	
	（2）身体障害者（３級～６級）に準ずる。
	直近の審査判定に用いられた主治医意見書または調査票の障害高齢者の日常生活自立度がＡ１またはＡ２であること。

	特

別

障

害

者


	（1）知的障害者（重度）等に準ずる。
	直近の審査判定に用いられた主治医意見書または調査票の認知症高齢者の日常生活自立度がⅢａ、Ⅲｂ、ⅣまたはＭであること。

	
	（2）身体障害者（１級、２級）に準ずる。
	直近の審査判定に用いられた主治医意見書または調査票の障害高齢者の日常生活自立度がＢ１、Ｂ２、Ｃ１またはＣ２であること。

	
	（3）ねたきり老人
　　※左記①～③の全てに該当する場合
	1 直近の審査判定に用いられた主治医意見書または調査票の障害高齢者の日常生活自立度がＢ１、Ｂ２、Ｃ１またはＣ２であること。

2 直近の要介護度が４または５であること。

3 申請書の受理日から起算して概ね６ヶ月程度以上、①または②の状態にあること。


